
        春のひかり        №54 

―社会福祉法人春光学園後援会ニュース― 

発 行 月 日  令和７年１月吉日                       社会福祉法人春光学園後援会 
〒238-0026  神奈川県横須賀市小矢部２－１４－１               社会福祉法人春光学園 
☎（046）851-2362  FAX(046)851-2332  E-Mail shunkogakuen@shunko-gakuen.jp      児童養護施設春光学園/三和こども園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人春光学園後援会 会長 岩﨑 聖秀 

春光学園後援会の皆さま、新年おめでとうございます。昨年もたくさんの方々に後援会活動への 
ご支援をいただきました。心より感謝申し上げます。 
皆さまのおかげでこどもたちも日々成長を遂げております。それでも辛い経験を背負ったこどもは、 

自分の将来に期待するより悲観して考えてしまうこともあるようです。 
このこどもたちに 18 歳で卒園する日を希望に溢れた気持ちで迎えて欲しいと 

心から願っています。将来のことを考えねばならない、ではなく、将来のことを考えると 
楽しくなる、そんな風に思えるよう、今年もこどもたちに明るい未来の話をたくさんして 
いきたいと思っています。 

さて、昨年は現場職員の負担軽減を目的とした施策の一つとして、夏祭りイベントを 
後援会主導で開催することにチャレンジしました。反省点は多々ありますが、私たちが 
用意した BBQ やかき氷、ヨーヨー釣りなどをこどもたちと職員が楽しむ姿を見れたこと 
が本当に嬉しかったです。ボランティアで参加してくださった皆さま、ありがとうござ 
いました。 

少しずつですが、こどもたちが大好きな「親戚のおじさん•おばさん」も増えてきました。 
とはいえ、まだまだ課題は山積しています。 
こどもたちの明るい未来のために、本年も皆さま方の変わらぬお力添えをいただきたく、 
心よりお願い申し上げます。 
 

「春のひかり」を読んでくださっている皆様、新年おめでとうございます。 
 日頃から当法人に対しまして、深い理解と温かいご支援を賜り、改めて心から感謝申し上げます。 
そして、本年が皆様にとりまして良い年となりますことを心からお祈り申し上げます。 
 さて、こどもたちの様子でありますが、児童養護施設春光学園のこどもたちも、三和こども園や 
学童保育みつわクラブに通うこどもたちも毎日元気に過ごしており、それぞれのこどもたちは、希望に 
満ちた新年を迎えたことと思っております。 
 私は、昨年暮れの 25 日、春光学園に 2 年前に卒園し専門学校へ進学した女の子が学園に来ていて、「理事長先生こ
んにちは！」と声をかけてくれ、大変嬉しく思いました。 
 卒園生は、春光学園を卒園して社会に出た時から「自分一人」の生活が始まり、進学しても就職しても心細い不安な
気持ちで日々を過ごしている事と思っています。 
 そんな時は春光学園に来て、先生方と会って話すことで悩みを解消し、また明日に向かって前向きに進めることにな
ると思うので、何かあったらいつでも先生に電話したり、春光学園に顔を出してもらいたいと、いつも思っています。 
 後援会の皆さんには、そうしたこどもたちのためにいろいろ支援をしていただいており、大変心強く思っております。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

社
社会福祉法人春光学園 理事長 森田 常夫 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

春  光  学  園  行  事  報  告 

令和６年元旦 初日の出 

軍港めぐりツアー 
10月 13日に横須賀中央ラ 

イオンズクラブの皆様がこ 

どもたちを軍港巡りに招待 

してくださいました。普段 

は遠くから眺めている軍艦

ですが、近くで見ることで、改めてその大きさに圧

倒されていました。昼食には美味しい海軍カレーを

ご馳走になり、こどもたちも満足そうな様子。 

食後には横須賀中央ライオンズクラブの皆様と一緒

にヴェルニー公園の清掃活動をさせて 

いただきました。ご招待いただき、 

ありがとうございました。 

 

 

 

 たのしいハロウィン♪ 
10月 23日に学園内で 

ハロウィンイベントが開催 

されました。今年は米海 

軍横須賀基地ＮＡＶＳＵＰ 

の皆様も一緒にハロウィ 

ンを盛り上げてくださ

り、たくさんのお菓子をこどもたちにいただきまし

た。こどもも大人もそれぞれ仮装を楽しみ、「トリック

オアトリート！」とお菓子を求めて園内を回りました。

たくさんのお菓子をもらったこどもたちは大喜びで

した。 

また、10月 30日には米海軍横須賀基地ＮＡＶＦＡ

Ｃの皆様が来てくださり、こどもたちと一緒にハロウ

ィンゲームパーティーを行いました。たくさんのお菓

子をいただいたり、トイレット 

ペーパーをつかったミイラ作り 

ゲームやこどもたちにはあまり 

馴染みのないコーンホールとい 

うゲームなどを用意して下さっ 

たりと楽しい時間を過ごす事が 

出来ました。今年もこどもたちに 

とって、とても楽しいハロウィンになりました。 

 

 

11月 10日、今年も春光学園のこどもたちを

防衛大学校の開校祭に招待していただきました。

学生のお兄さん、お姉さんのエスコートで校内を

回ったり、一緒に遊んだりして楽しい時間を過ご

しました。自分達のすぐ上を飛んでいく戦闘機の

迫力には大興奮のこども 

たちでした。 

防衛大学校の皆様、 

ありがとうございました。 
 

七五三 おめでとう 
11月 12日、5歳が 2 

名、7歳が 2名と今年 

は計 4名の児童が七五 

三を迎えました。 

美容室で初めての髪の毛セット＆着付けにドキ

ドキ。その後は、担当の先生や園長先生と衣笠神

社に七五三のお宮参りに行きました。とても可愛

い着物姿で素敵な記念になりました。 
 

児童福祉施設駅伝大会 
11 月 16 日にこどもの国にて児童福祉施設駅

伝大会が開催され、春光学園のこどもたちも参

加してきました。今年は女子チームのみ、しかも

小学生のみという例年と異なる編成での参加と

なりました。自己ベストを目指して、女の子たちは

練習も一生懸命に走っていました。 

大会当日は、周りが中学生、高校生も走ってい

る状況なので、春光学園チームはかなり遅れてし

まったようですが、そんな中でも諦めずに最後ま

で走ることができたのは本当に素晴らしいです。 

春光学園駅伝部の井上監督は、「こどもたちの

頑張る気持ちにこれからも応えていきたいで

す。」と話していました。 

 

駅伝部の皆さん、 

お疲れさまでした！ 

防衛大学校開校祭 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みつわこどもえんだより No,29 

 令和 7年 1月 20日       〒238-0015                                     TEL :   046-822-0479 

                               神奈川県横須賀市田戸台 26                         FAX :   046-822-0471 

                                                             

§園長あいさつ§   

 新年明けましておめでとうございます。 

後援会の皆様におかれましては、穏やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

三和こども園では、１月４日（土）から保育が始まり、こどもたちの元気な明るい笑顔で令和７年が 

幕を開けました。こどもたちの元気な姿に会えたことが何よりの安心と嬉しいことです。また、おかげ 

さまで、昨年末に本園園舎の外壁塗装工事が無事に終了し、お化粧直しをしたようにきれいな園舎となり、 

清々しい気持ちで新年を迎えることができました。 

年長さんは、卒園まで残すところ 3 ヶ月となり、小学生になる期待と少しの不安の中で過ごす日々になるかと思い 

ますが、3 学期は生活発表会やお茶会など楽しい行事も待っています。お友達や先生と一緒に楽しみながら、その 

中で一人ひとりが成長していくことができるよう、私たちも寄り添い、晴れやかに卒園の日を迎えたいと思います。 

さて、昨年末、こども家庭庁から保育政策の新たな方向性が示されました。これまでの待機児童対策を中心とした 

「保育の量の拡大」から、「地域のニーズに対応した質の高い保育の確保・充実」と「全てのこどもの育ちと子育て家庭 

を支援する取り組みの推進」に政策の軸が転換され、「保育の量」から「保育の質」へという大きな目標のもとで私たち 

も取り組んでいくことになります。こどもや子育ての支援、地域福祉の推進のために今年も職員一同力を合わせて一歩 

ずつ進んでまいりたいと存じます。 

本年も皆様のご理解とご支援の程、よろしくお願いいたします。 

  

 １１月９日（土）、安浦・上町各分園にて作品展が開催されました。 

４月から作りためてきた絵画や作品の数々を部屋いっぱいに飾り付け、保護者の方に見ていただきました。 

当日はお天気にも恵まれ、多くの方が足を運んでくださいました。 

  

 
《安浦分園》   

 今年は、『自然』をテーマにしてみました。 

お散歩でよく見かける虫を作ってみたり、モビールを飾ることで 

風を表現したりするなど、それぞれのクラスで工夫を凝らし 

ました。 

 また、2 歳児ちゅうりっぷ組は、普段遊んでいるブロックで、 

車やロボットなどかなりの大作を作ることが出来るように 

なったので、それもそのまま展示してみました。 

 飾られた作品から我が子の成長ぶりを感じとられた 

ようで、保護者の皆さんもとても嬉しそうになさっていました。 

《上町分園》 

          作品展開催の時期にちなみ、『秋祭り』をテーマに 

しました。 

 ４月当初は、手形をとるのも一苦労で、職員が３人 

がかりで必死になって行っていましたが、いつの間にか

こどもたち自身が積極的に参加してくれるようになり、 

       成長を感じました。 

        また、今回はなるべく段ボールやブロックなど、身の 

      まわりにある用具を使って制作する事を心がけました。 

それをご覧になった保護者が「お家でも作ってみよう！」

と、こどもたちに声をかける姿が見られたので、嬉しく思いま

した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

§芋掘り遠足§ 

 １１月 8 日（金）、ゆり組５歳児は芋掘り遠足に出かけ 

ました。 

 当法人理事である松谷先生の畑に伺ったのですが、 

現地につくまで少し山道を登っていくため、芋掘りを始める 

前から早くもこどもたちの表情に疲れの色が見えていまし

た。ところが、いざお芋を掘り始めるとすっかり楽しくなった様

で、かがみこんで夢中で芋を掘り続けていました。 

 山のように高く積み上げられたお芋を目にしたこどもたち

は、「わあ！大きなお芋がほれた！！」と大喜び。帰り道は 

疲れも忘れて、掘ったお芋を大事そうに抱えて帰ってきま 

した。  
 とても貴重な体験が出来た一日でした。 

 わあ！おっきいね！！ 

§生け花体験§   

 １１月２１日（木）、ゆり組５歳児は生け花体験をしま 

した。 

 今年も外部から４名の先生にお越しいただき、ご指

導をいただきました。色とりどりのお花の中から気に入っ

たものを選び、自分で長さを調節してオアシスに生けた

のですが、先生方のご指導もあって、完成した作品は

どれも素敵に仕上がっていました。 

一時間ほど夢中で作業していたこどもたちも、自分

の作品を見て大満足だったようで、夕方お迎えに来た

保護者に得意そうに披露していました。作品は、それぞ

れ家に持ち帰り、ご家族で楽しんでいただきました。 

 

 １２月６日（金）、ゆり組５歳児は観光バスに乗って 

劇団四季の鑑賞に出かけました。 

 今年は『アラジン』を鑑賞したのですが、俳優さんの 

素敵な歌声や華やかな衣装・セットなどに圧倒された 

ようで、かなり長い時間だったのにもかかわらずとても 

真剣に見入っていました。ほかのお客様が、「小さなこど

もがいるとわからない位静かだったね！」と驚かれるほど

の集中ぶりでした。 

 行きのバスの中でお弁当のおにぎりを食べたり、外の 

景色を楽しんだりしたことも、とても良い思い出になったら

しく、園に戻ってからも大興奮のこどもたちでした。 

§クリスマス会§ 

１２月２０日（金）、ひよこ組０歳児からゆり組５歳児まで

全園児が集まってクリスマス会を行いました。 

 各クラスの出し物を披露することになっており、０，１歳

児の小さいこどもたちはパラバルーンを持ち、エビカニク

スのリズムに合わせていろいろな形を作ってみせてくれま

した。 

２歳児は手作りの和太鼓演奏、３歳児は息の合った

かわいいダンス、４歳児はメロディーパイプを使った歌を披

露してくれました。そして、トリをかざる５歳児は、ペープサー

トを使った劇に挑戦。どのクラスも、短い時間の中で頑

張って練習し、素敵な出し物を用意してくれました。 

みんなで歌をうたっていると、突然サンタさんが登場！

小さな赤ちゃんはびっくりして泣きだしていましたが、プレゼ

ントを渡されると大喜び！最後には一緒に記念撮影をし

て、会がお開きとなりました。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今年の冬休みも思い出作りに各寮で計

画を立てておでかけに行きました。 

男の子達はスキーや八景島シーパラダ

イス、女の子たちはディズニーシー、サン

リオピューロランド、プロレス観戦や豚

カフェ、猫カフェなどなど…。 

こどもたちが楽しんでいる様子を少し

だけ紹介させてください♪ 

毎日を頑張っているこどもたちにとっ

て、ひと時の休息になりました。今年度も

のこりわずか！最後まで頑張ろう！ 

カレー慰問 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 月 6 日にカレーの街よこすか事業者部会の皆
様が来園され、美味しいカレーをご馳走してくだ
さいました。今年はどぶ板通りにあるレストラン
「TSUNAMI」様のカレーをご馳走になりました。 
コロナ禍以前にも毎年慰問に来ていただいてお
り、こども達も楽しみにしているイベントでし 
た。今回久しぶりの慰問という 
ことでこども達も大喜びで、 
カレーをたくさんお替りして 
食べていました。 
カレーの街よこすか事業部会の 
皆様、ありがとうございました。 

 

春 光 学 園 お 餅 つ き 

12月 21日に学園内でお餅つきを実施しました。重たい杵を一生懸命 

持ち上げてお餅をつくこどもたち。周りはタイミングに合わせて「よい 

しょ！よいしょ！」と掛け声をあげて大盛り上がりとなりました。 

つきたてのお餅や温かい豚汁などを味わいこどもたちも満足そうでした。 

2025年もいい年になりますように！ 

ベースからのクリスマスプレゼント 

今年も米海軍横須賀基地 
ＮＡＶＦＡＣの方々が子 
どもたちにクリスマスプ 
レゼントを届けに来園し 
てくださいました。「本物 
のサンタさんだ～！」と 
喜ぶこどもたち。少し緊 
張してしまった子もいま

したが、一人ひとり記念撮影をしてプレゼント
を受け取りました。また、学童クラブの皆様か
らもたくさんのプレゼントをいただきました。
ベースからの 
素敵なクリスマスプ 
レゼントにこどもた 
ちは大喜び！学園は 
プレゼントを眺める 
たくさんの笑顔で 
溢れていました。 
毎回のご支援、あり 
がとうございます。 

  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

メールアドレス 

 

 

原 田 園 長 の つ ぶ や き 

新年明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

年末から今年のお正月にかけて気持ち良い青空が広がり穏やかに過ごすことができたのではないでしょう

か。（日本海側では大雪で大変だったようですが）昨年このコーナーで、独楽を回したり、凧揚げをしたりあま

り見なくなったと書きました。昔と違い街中で凧を揚げる空き地や広場が無くなり、こどもたちを取り巻く環

境は大きく変化しました。各家庭には、文書化はされていない各家庭のルールがあります。同じように春光学

園にも様々なルールがあります。社会の変化に合わせて学園のルールを見直そうと、ピアス・ 

頭髪・帰園時間・スマホの所持・外泊等について運営委員会で案を検討し、こどもたちの 

意見を取り入れながら見直しを行いました。「園長のつぶやき」というコーナーなので、 

本当はちょっとつぶやくと、こどもたちが自主的に話し合いそれを職員と一緒に考えて 

いくことができるようになればいいなと・・・。ちょっと長い道のりかな。 

でも、卒園後の生きる力として、自分で考え判断できることはとても大切です。 

ところで 12月の学園餅つきは、例年こどもたちにクリスマスのプレゼントを下さる、 

ベース NAVFACの司令官以下大勢の方々が来て、一緒に餅つきを行い、餅つき 

終了後、こどもたちにクリスマスプレゼントを渡していただき、大盛り上がりでした。 

そして、前回は春光学園野球部監督でしたので、今回紹介する先生は、ソフトボール部監督の川見先生で

す。川見先生も「かわみせんせい」そのままでした。 

  

１０～１２月にご支援を頂いた皆様 
三崎マリン(株)様・横須賀中央ライオンズクラブ様・辻口様・千賀様・美容室亜土里絵様・米海軍横須賀基

地キニックハイスクール様・(株)フレーベル館出版本部様・伊藤様・妙真寺様・石渡一俊様・Balloon Shop 

plume 様・キコーナ仲町台店様・中野様・なかよしこども食堂様・岩崎優子様・村井田様・SAC 様（米軍基

地内放課後児童クラブ）・衣笠第２地区民生委員児童委員協議会様・日本レコード協会様・長井様・坂本様・

カレーの街よこすか事業者部会様・防衛大学校春光学園交流会様・関東学院六浦小学校様・小串様・エフベ

モセン様・明治安田生命三浦営業所様・町屋様・全国シャンメリー協同組合様・東京応化学技術振興財団様・

(有)辰若様・ヤマグチ事務所様・フィリップモリスジャパン(同)様・山木様・松田隆子様・小山様・日本鏡

餅組合様・樋口様・串田様・古敷谷様(株)プレナスほっともっと様・平川商事(株)様・住友重機械工業（株）

横須賀製造所様・増田様・(株)トーヨー様・(株)チュチュアンナ 1％クラブ様・北村様・米海軍横須賀基地

広報部様・小松様・退役軍人の会様・ライジングサン遠藤様・(株)オレンジカラー様・(有)覚満寺運送様・

(有)マーロー様・(特非)グットライフ様・平川商事(株)ドルフィン様・鈴木設計(株)様・Miura Sewing Ohana

様・(株)FRAGRANCY 様・毎日新聞東京社会事業団様・浦様・ふれあい様・三色すみれ様・キュア様・青

山様・(株)昇英企画様・(株)ありあけ湘南工場様・(株)カレンズ様・斎藤様・クトー様・ヒューストン様・

ライジングサンズ satoshi 様・ワールドメイト様・ヤマト運輸株式会社・松井様・㈱SL Creations 様・五十

嵐様・岩﨑眞里子様・石井八郎様・冨澤工業様・オオカワ様・石井千香子様・石井茂子様・NM フードサー

ビス様・加部様・宇野様・恩田様・(株)湘南衣笠ゴルフ様・田中様・(有)山下インテリアルクリーニングサ

ービス様・かねこ耳鼻咽喉科様・(有)東洋紙業・片倉様・横須賀友の会様・北村紀子様・住友重機械労働組

合連合会様・キクチ様・セキ神様・原田耕造様・アキ美容室様・濱田様・髙橋様・金子様・山岸様・コスゲ

様・寿司いいじま様・(株)クロサワエンジニアリング様・P.EN.S(株)・岡田様・松田宜久様・匿名の皆様 

（順不同） 

メール作成 QR コード 

←スマートフォンのカメラで読み取るとメール作成画面に繋がります。 

～広報誌メール配信 希望者募集～ 

広報誌送付停止につきましても、メールや電話(☏046-851-2362)にてご連絡ください。 

社会福祉法人春光学園後援会ニュース（広報誌）「春のひかり」を郵送ではなく、 

メールで配信を希望される場合は、下記アドレス宛に氏名（団体名）を入力し、メール送信をお願いします。 

広報誌は、5月・10月・1月に配信予定です。昨今の郵送料値上げに伴い、メール配信にご協力いただけますと幸いです。 

shunkogakuenkoenkai@gmail.com 
 

春光学園ホームページにおいても広報誌を公開しています 。 

mailto:shunkogakuenkoenkai@gmail.com

